
品 名：00_90003_261488_019_02_次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）_883718.docx 

日 時：2021/10/18 10:03:00 

ページ：1 

 

 

 

 
運用報告書（全体版） 

次世代米国代表株ファンド 
（為替ヘッジあり） 

 

愛称：メジャー・リーダー（ヘッジあり） 

 
 

第18期（決算日：2021年６月７日） 

第19期（決算日：2021年９月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「次世代米国代表株ファンド（為

替ヘッジあり）」は、去る９月７日に第19期の決算を

行いましたので、法令に基づいて第18期～第19期の

運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2023年３月７日まで（2016年12月７日設定） 

運用方針 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主として米国において取引
されている次世代の米国経済の主役となり得
ると委託会社が判断した企業の株式に投資を
行います。マザーファンド受益証券の組入比
率は高位を維持することを基本とします。実
質組入外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはか
ります。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

次世代米国代表株マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー
ファンド 

米国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

261488 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

ファンドマネージャーのコメント
　当作成期の運用で主眼を置いたポイントをご説
明させていただきます。

（投資環境についての考え方）
　2020年３月下旬以降、株式市況は急速な戻り基
調となりましたが、期待先行で上昇してきた面も
あり、現行水準からの上値は重いと考えました。
新型コロナウイルスのワクチン開発の進展と接種
開始が、景気回復期待を支援する一方で、インフ
レ率の上昇度合いとそれに伴う長期金利の動きが
注目点となりました。また、各国の政府と中央銀
行は財政出動や金融緩和の修正を急がない方針を
強調したため、上値は重いものの、引き続き財政、
金融の両面からの政策に支えられ、下値もまた限
定的と考えました。このような環境下、コロナ後
も成長が持続するかどうかを踏まえながら、中長
期的に業績拡大余地の大きい優良成長株に投資を
行いました。

（ポートフォリオの構築についての考え方）
　当ファンドは、米国の株式を実質的な主要投資
対象とし、値上がり益の獲得をめざし、今後の経
済環境、社会構造に関する見通しを基に、変化に
対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選し、約30
銘柄に投資を行ってまいりました。主として米国

の強みでもあるインターネット、医療システムの
改革の重要性の高まりや、ミレニアル世代台頭に
伴う小売分野の構造変化を踏まえた新しい企業の
成長に注目しました。同時に、伝統的な老舗企業
でありながら、絶え間ない自己革新により環境変
化に対応する企業にも目を配りました。当作成期
は、適宜銘柄の見直しを行った結果、当作成期首
と当作成期末では、５柄銘が入れ替わりました。
航空関連事業の業績回復が遅れると判断した
「HONEYWELL INTERNATIONAL INC」や、コ
ロナ後の業績成長がやや劣ると判断した「SYSCO 
CORP」などの売却を行う一方で、企業の設備投
資の改善と共に成長が期待される「ROCKWELL 
AUTOMATION INC」や高いブランド力から息
の長い成長が期待できる「ESTEE  LAUDER 
COMPANIES-CL A」などを組み入れました。
　また為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減
をはかりました。

　このような運用を行いました結果、株式市況の
上昇ならびに「UNITEDHEALTH GROUP INC 」
や「MICROSOFT CORP」等の組入銘柄の値上が
りがプラスに寄与し、基準価額は当作成期首に比
べ13.4％の上昇となりました。

株式運用部
ファンドマネージャー

秋元　政隆 飯田　太郎 西　直人 安井　陽一郎 加藤　明
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円ヘッジ、 
円換算ベース） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

10期(2019年６月７日) 9,327 0 0.2 12,799 △ 0.3 96.2 － 1,949 

11期(2019年９月９日) 9,740 0 4.4 13,254 3.6 93.2 － 1,973 

12期(2019年12月９日) 10,000 87 3.6 13,799 4.1 91.9 － 1,910 

13期(2020年３月９日) 9,263 0 △ 7.4 12,659 △ 8.3 93.7 － 1,747 

14期(2020年６月８日) 9,625 0 3.9 13,237 4.6 95.2 － 1,925 

15期(2020年９月７日) 10,000 367 7.7 13,700 3.5 83.4 － 1,879 

16期(2020年12月７日) 10,000 1,150 11.5 14,695 7.3 94.5 － 1,653 

17期(2021年３月８日) 10,000 396 4.0 15,303 4.1 92.6 － 1,744 

18期(2021年６月７日) 10,000 845 8.5 16,903 10.5 92.4 － 1,755 

19期(2021年９月７日) 10,000 461 4.6 17,183 1.7 90.4 － 1,932 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日

本では、「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のも

とで運用されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・

ジョーンズ工業株価平均（円ヘッジ、円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 
（円ヘッジ、 
円換算ベース） 

騰 落 率 

第18期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年３月８日 10,000 － 15,303 － 92.6 － 

３月末 10,344 3.4 16,095 5.2 96.0 － 

４月末 10,761 7.6 16,566 8.3 95.1 － 

５月末 10,795 8.0 16,792 9.7 95.8 － 

(期  末)       

2021年６月７日 10,845 8.5 16,903 10.5 92.4 － 

第19期 

(期  首)       

2021年６月７日 10,000 － 16,903 － 92.4 － 

６月末 10,138 1.4 16,674 △ 1.4 95.6 － 

７月末 10,352 3.5 17,050 0.9 95.9 － 

８月末 10,474 4.7 17,200 1.8 95.8 － 

(期  末)       

2021年９月７日 10,461 4.6 17,183 1.7 90.4 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

運用経過
第18期～第19期：2021年３月９日～2021年９月７日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

（百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2021/３/８ 2021/５/７ 2021/７/２ 2021/９/１

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

基準価額：左目盛

第 18 期 首 10,000円
第 19 期 末 10,000円
既払分配金 1,306円
騰 落 率 13.4％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

基準価額は当作成期首に比べ13.4％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

米国株式市況全体の上昇ならびに「UNITEDHEALTH GROUP 
INC」や「MICROSOFT CORP」等の組入銘柄の値上がりが基
準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

第18期～第19期：2021年３月９日～2021年９月７日

投資環境について

次世代米国代表株ファンド（為替
ヘッジあり）
次世代米国代表株マザーファンド受益証
券を通じて米国株式に投資を行うととも
に、実質組入外貨建資産については、原
則として為替ヘッジを行い為替変動リス
クの低減をはかりました。

次世代米国代表株マザーファンド
米国の株式を主要投資対象とし、値上が
り益の獲得をめざして運用を行いました。
銘柄選定にあたっては、今後の経済環境、
社会構造に関する見通しを基に、変化に
対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選
し、約30銘柄に投資を行ってまいりまし
た。
主として米国の強みでもあるインター
ネット、医療システムの改革の重要性の
高まりや、ミレニアル世代台頭に伴う小
売分野の構造変化を踏まえた新しい企業
の成長に注目しました。同時に、伝統的
な老舗企業でありながら、絶え間ない自

己革新により環境変化に対応する企業に
も目を配りました。
2020年３月下旬以降、株式市況は急速な
戻り基調となりましたが、期待先行で上
昇してきた面もあり、現行水準からの上
値は重いと考えました。ワクチン開発の
進展と接種開始が、景気回復期待を支援
する一方で、インフレ率の上昇度合いと
それに伴う長期金利の動きが注目点とな
りました。また、各国の政府と中央銀行
は財政出動や金融緩和の修正を急がない
方針を強調したため、上値は重いものの、
引き続き財政、金融の両面からの政策に
支えられ、下値もまた限定的と考えまし
た。このような環境下、コロナ後も成長
が持続するかどうかを踏まえながら、中
長期的に業績拡大余地の大きい優良成長
株に投資を行いました。
適宜銘柄の見直しを行った結果、当作成
期首と当作成期末では、５銘柄が入れ替
わりました。

当該投資信託のポートフォリオについて

米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
新型コロナウイルスのデルタ株の感染拡
大や、グローバルな供給網のひっ迫によ
るインフレ率上昇懸念などが嫌気される

局面もありましたが、ワクチン接種の進
展と、これに伴う経済正常化への期待の
高まりや、良好な企業業績などを背景に、
株価は上昇して推移しました。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

― 6 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_883718.indd   603_コメント-費用-TER_10pt_883718.indd   6 2021/10/18   10:03:352021/10/18   10:03:35



8

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

第18期～第19期：2021/３/９～2021/９/７

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はダウ・ジョーンズ工業株価平均（円ヘッジ、
円換算ベース）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

第18期
2021/３/８ ～
2021/６/７

第19期
2021/６/７ ～
2021/９/７

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、
株価の動きに対応した個別銘柄の組入比
率調整を適宜行いました。
航空関連事業の業績回復が遅れると判断
した「HONEYWELL INTERNATIONAL 
INC」や、コロナ後の業績成長がやや劣
ると判断した「SYSCO CORP」などの売

却を行う一方で、企業の設備投資の改善
と共に成長が期待される「ROCKWELL 
AUTOMATION INC」や高いブランド力
から息の長い成長が期待できる「ESTEE 
LAUDER COMPANIES-CL A」などを組
み入れました。
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第18期
2021年３月９日～2021年６月７日

第19期
2021年６月８日～2021年９月７日

当期分配金（対基準価額比率） 845（7.792％） 461（4.407％）

当期の収益 810 441

当期の収益以外 34 19

翌期繰越分配対象額 284 266

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

次世代米国代表株ファンド（為替
ヘッジあり）
マザーファンド受益証券を高位に組み入
れる方針です。
実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行い、為替変動リスク
の低減をはかります。

次世代米国代表株マザーファンド
米国特有の大きなイノベーションが起
こっている分野に注目して、変化に機動
的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世
代企業に投資します。景気や金利の動向
についての不透明感は未だ払拭されない
状況ですが、マクロ動向の如何にかかわ
らず、イノベーションなどの中長期的な
投資テーマに変化はないものと考えられ
ます。現在は、米国の強みでもあるイン
ターネット、医療システムの改革の重要
性の高まりや、ミレニアル世代台頭に伴
う小売分野の構造変化を踏まえた新しい
企業の成長に注目しています。米国にお
いて医療費の抑制を含むシステムの改革
が特にバイデン政権になってから注目が
高まっており、遠隔医療や医療管理ソフ
トウェアなど、今後の成長が期待されま
す。同時に、伝統的な老舗企業でありな
がら、絶え間ない自己革新により環境変
化に対応し続けている優良企業にも目を

配っています。
過去数十年の米国株式市況上昇を支えた
経済規模の大きさと成長力、巨大な個人
消費市場の存在、さらには活発なイノ
ベーションと新陳代謝が盛んな経済構造
等は今後も市況上昇の要因になると思わ
れます。
2020年３月下旬以降、株式市況は大きく
上昇しましたが、期待先行で上昇してき
た面もあり、現行水準からの上値は重い
と考えます。デルタ株による新型コロナ
ウイルスの感染再拡大、景気回復による
インフレ率や長期金利の上昇などが懸念
されるためです。しかしながら、ワクチ
ン接種の進展が、景気回復期待を支援す
るものと思われることや、各国の政府に
よる財政出動に加え、主要な中央銀行が
金融緩和の修正については急がない方針
を強調していることから、下値もまた限
定的と思われます。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

2021年３月９日～2021年９月７日

１万口当たりの費用明細

項目
第18期～第19期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 83 0.800 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (40) (0.386) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (40) (0.386) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.028) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 5 0.052 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (5) (0.052)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.000 (ｃ)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.000)

(ｄ)そ の 他 費 用 1 0.006 (ｄ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (0) (0.004) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 89 0.858

作成期中の平均基準価額は、10,386円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.60％です。

総経費率
1.60％

運用管理費用（投信会社）
0.77％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.01％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○売買及び取引の状況 (2021年３月９日～2021年９月７日) 

 

銘 柄 
第18期～第19期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
次世代米国代表株マザーファンド 193,458 591,320 219,467 688,830 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年３月９日～2021年９月７日) 

 

項 目 
第18期～第19期 

次世代米国代表株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 41,090,156千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 48,443,322千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.84   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年３月９日～2021年９月７日) 

 

＜次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）＞ 

区       分 

第18期～第19期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 11,611 2,114 18.2 11,783 2,091 17.7 

 
 
 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

区       分 

第18期～第19期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 11,279 2,168 19.2 9,288 3,294 35.5 

平均保有割合 3.8%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2021年９月７日現在) 

 

銘 柄 
第17期末 第19期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代米国代表株マザーファンド 588,720 562,711 1,836,916 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年９月７日現在) 

項 目 
第19期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代米国代表株マザーファンド 1,836,916 90.0 

コール・ローン等、その他 203,833 10.0 

投資信託財産総額 2,040,749 100.0 
 

（注） 次世代米国代表株マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（53,400,866千円）の投資信託財産総額（54,930,871千円）

に対する比率は97.2％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝109.78円    

 

  

親投資信託残高 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第18期末 第19期末 

2021年６月７日現在 2021年９月７日現在 

  円 円 

(A) 資産 3,530,270,921   3,845,179,895   

 コール・ローン等 16,932,587   33,833,581   

 次世代米国代表株マザーファンド(評価額) 1,659,898,583   1,836,916,122   

 未収入金 1,853,439,751   1,974,430,192   

(B) 負債 1,774,333,428   1,913,129,355   

 未払金 1,617,461,822   1,813,936,746   

 未払収益分配金 148,380,325   89,071,833   

 未払解約金 1,066,674   2,202,325   

 未払信託報酬 7,407,768   7,900,494   

 未払利息 12   8   

 その他未払費用 16,827   17,949   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,755,937,493   1,932,050,540   

 元本 1,755,980,184   1,932,143,892   

 次期繰越損益金 △       42,691   △       93,352   

(D) 受益権総口数 1,755,980,184口 1,932,143,892口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 10,000円 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○損益の状況 

項 目 
第18期 第19期 

2021年３月９日～ 
2021年６月７日 

2021年６月８日～ 
2021年９月７日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        759   △      2,074   

 受取利息 －   50   

 支払利息 △        759   △      2,124   

(B) 有価証券売買損益 149,785,527   93,307,232   

 売買益 272,857,715   108,699,822   

 売買損 △123,072,188   △ 15,392,590   

(C) 信託報酬等 △  7,424,595   △  7,918,443   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 142,360,173   85,386,715   

(E) 前期繰越損益金 31,745,057   23,974,853   

(F) 追加信託差損益金 △ 25,767,596   △ 20,383,087   

 (配当等相当額) (   24,142,068)  (   31,009,295)  

 (売買損益相当額) (△ 49,909,664)  (△ 51,392,382)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 148,337,634   88,978,481   

(H) 収益分配金 △148,380,325   △ 89,071,833   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △     42,691   △     93,352   

 追加信託差損益金 △ 25,767,596   △ 20,383,087   

 (配当等相当額) (   24,246,089)  (   31,183,827)  

 (売買損益相当額) (△ 50,013,685)  (△ 51,566,914)  

 分配準備積立金 25,724,905   20,289,735   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 1,744,346,493円 

作成期中追加設定元本額 444,194,278円 

作成期中一部解約元本額 256,396,879円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.0000円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は93,352円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2021年３月９日～ 
2021年６月７日 

2021年６月８日～ 
2021年９月７日 

費用控除後の配当等収益額 4,570,954円 3,930,412円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 137,789,219円 81,456,303円 

収益調整金額 24,246,089円 31,183,827円 

分配準備積立金額 31,745,057円 23,974,853円 

当ファンドの分配対象収益額 198,351,319円 140,545,395円 

１万口当たり収益分配対象額 1,129円 727円 

１万口当たり分配金額 845円 461円 

収益分配金金額 148,380,325円 89,071,833円 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○分配金のお知らせ  

 第18期 第19期 

１万口当たり分配金（税込み） 845円 461円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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